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1. 試料 シリカホワイト混入 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2. 分析方法 
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＊＊文化財保存のための各汚染物質の濃度基準 

（東京文化財研究所、数値は推奨濃度） 

 アンモニア（アルカリ性物質）･･･30ppb 以下 

ホルムアルデヒド・アセトアルデヒド･･･40ppb 以下 

酢酸・ギ酸（有機酸）･･･200µg/m3以下  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

3. 分析結果 

 美術館用アンモニアガス検知管によって試験した結果を表-1 に示す。 

     表-1 検知ガス濃度測定結果 

 

 

実際に、デシケーターに密封した際、 

 

シリカホワイト混入したコンクリートはアンモニアの臭いは感じられなかった。 

  
24L 連続吸引後のガス濃度 

（ｐｐｂ） 

シリカホワイト混入 7.8 


